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2. Core Inventory：指導から見る英語の CEFRレベル 

3. English Profile Progaramme：学習から見る英語の CEFRレベル 

4. 指導と学習：その似て非なるもの 

 
1. CEFR の言語的中立性 

複数の言語の指導と学習が行われている場合、その言語能力の評価を公正に行うことは容易で

はない。当然のことながら、言語ごとの構造や語彙が異なっているために、それらに基づいた評

価の枠組みを用いるわけにはいかないからだ。仮定法を用いることができるとか、関係代名詞を

用いることができるということは、それらを含む言語の能力記述としては貢献しても、それらを

含まない言語に対しては何の意味も持たない。また、語彙も一見その対応関係の確立は可能に思

われるが、言語ごとに意味範疇が異なったり、コロケーションが異なったり、借用語があったり

で、厳密な対応関係の確立は容易ではない。 

 そこで、ヨーロッパでは、複数の言語のための共通の枠組み作りを、「行動に基づいて」行お

うとしている。この取り組みは、歴史的には、1970年代に始まるCommunicative Approachにおけ

るnotional/functional syllabusにまでさかのぼることができるが、2001年のCEFR (Common European 

Framework of Reference for Languages)の刊行で結実することになる。CEFRとは、言語学習・教育・

評価のヨーロッパ共通の枠組みであり、そこではaction-oriented approachというアプローチが取ら

れている。CEFRには英語版とフランス語版という２つの版があるが、言語能力の記述は、どち

らの版であっても、従来まで用いられていた個別言語の文法や語彙といった言語特性によらずに、

「（私は）…ができる」という（言語）行動の記述（Can Do statements）によることになる。「行

動」の実現の仕方は、言語ごとに異なっているとしても、「行動」そのものは共通の指標として

使用できると考えたわけである。このおかげで、異なった言語の教材やテストの関連づけが可能

となってくるのである。CEFRは、言語教育にとって、これまでになかったほどの「巨大な装置」

であり、影響力は計り知れない。 

 その影響力は、ヨーロッパを飛び出して、世界に広がりつつあると言っても過言ではない。こ

のaction-oriented approachによる枠組みは、世界の様々な言語への適用が試みられている。その能

力記述は、「行動」に基づいているのであるから、どのような言語にも基本的には適用すること

は可能であろう。しかしながら、具体的な言語学習および言語教育プログラムを設計するにあた

り、個別言語への言及が改めて求められるようになっている。 
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 英語に関していえば、CEFRのもとになったThreshold（B1に相当）やWaystage（A2）、Vantage

（B2）などがある（また、近年ではA1に相当するBreakthroughも公開された）。しかしながら、

これらはJohn TrimやVan Ekらが、いずれもいわゆるarmchair approachにより作成したものである。

そこで、より実証的なデータに基づき、英語のCEFRレベルの記述を行おうとする動きがあるの

で、本稿ではそれを紹介する。 

 

2. Core Inventory：指導から見る英語のCEFR レベル 

 まず、最初に紹介するのが、A Core Inventory for General English（以下、書籍としては Core 

Inventory と表記する）である。本書は British Council が Brian North と EAQUALS (European 

Association for Quality Language Services)に依頼して作成し、2010年に pdf版で webに公開したも

のである。著者は、Brian North, Angeles Ortega and Susan Sheehanである。 

タイトルを見ただけでは分からないが、本書は CEFRレベルごとの英語の特性を記述したもの

である。CEFR は上述の通り、ヨーロッパの言語教育の共通の枠組みであるが故に、言語的に中

立である。この中立性のために、CEFR を手にした英語教師は、それぞれのレベルにおいて、英

語としては具体的にどのようなことを教え、評価すべきなのであろうか、と考えることになる。

また、これは学習者も同じである。本書は、そうした声に応えようとしたものである。本書の目

的は、「（英語の）教師やシラバス作成者に CEFRを実感させ、サポートやガイドを提供するこ

と」「指導と計画のプロセスを目に見えるようにすること」「自律学習へのサポートを提供する

こと」の 3つである。 

 第 1章では、CEFRとは何かについて、概略を説明している。第 2章と 3章では、このプロジ

ェクトの目的とその手続きについて説明している。4 章は、このプロジェクトの成果物（本・ガ

イド・ポスター）を紹介している（表１参照）。5 章では、CEFR に基づいたシナリオを描いて

いる。6章が、Core Inventoryとしての「よき習慣(Good Practice)の収集」結果を例示している。こ

こで強調されているのは、Core Inventoryというのは、CEFRのそれぞれのレベルで何を教えるべ

きかを規範的に規定するのではなく、世界中で CEFRがどのように活用されるかを示していると

いうことだ。本章では、それぞれの CEFRレベルでどのような種類の未来表現や法助動詞が教え

られているかが例示されている。7章では、Core Inventoryの使い方のガイドラインが示されてい

る。ポイントは、Core Inventoryは、参照すべきものであり、まるごと右から左に利用するような

ものではないということだ。8章の結論では、Core Inventoryの特性をいくつかにまとめている。

1つは、これは包括的なものではなく、選択的なものであるということ。また、もう 1つは、学

習者が実際に使っている言語の分析をデータに基づいて分析したものではなく、経験や合意に基

づいたものであるということだ。 
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表１：Core Inventory (Core Inventory; p. 11) 
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 本書の 1つの特徴は、付録がきわめて重要な資料となっている点だ。CEFRのそれぞれのレベ

ルのイメージを明確に持つことは難しいが、付録Aでは話し言葉の各レベルの顕著な特徴を示し

ている。5章ではシナリオが 1つ紹介されているが、付録 Bでは A1から C1までのシナリオが示

されている。付録 Cは、様々なテキストタイプが CEFRのレベルにしたがって、マッピングされ

ているが、これまで、このような視点でテキストタイプが示されたことがなかったので、新鮮で

ある。付録 Dは、言語的な内容が CEFRのレベルにしたがって、マッピングされている。「言語

的な内容」とは、「機能・概念」「談話機能」「談話標識」「現在」「過去」「未来」などの文

法項目、「語彙」「トピック」から成る。付録 Eは、言語的な内容の具現形(exponents)が載って

いる。たとえば、B1の 76 Future time (will & going to) (Prediction)であれば、If they continue to play this 

badly, Liverpool are going to lose the cup. / Spurs will probably win the league this season. / Look at those 

clouds. It’s going to rain. / He will pass his driving test eventually.という具合だ。 

 

3. English Profile Progaramme：学習から見る英語のCEFR レベル 

 Core Inventoryは、Thresholdを始めとする先行研究のように限られた研究者が主観的に決定し

たものではなく、英語教育の教材や指導の実態の共通性（communality）を描写したものである。

これは広い意味では、CEFR と各言語テストの関連づけの Manual for relating Language 

Examinations to the Common European Framework of Reference for Languages (CEFR)で提唱されてい

るのと、同じ作業である。つまり、現実にある CEFRレベルであると主張している教材や指導の

実態の共通点を浮かび上がらせることによって、それぞれの英語のレベル特性を記述するという

ものである。レベル記述のもととなるソースは多様化しているが、ソースそのものレベルの妥当

性の保証は十分ではないだろう。そこで、現実の学習者データをもとにした、基準特性（criterial 

features）を探究していこうとする動きが出ている。 

この探究を行っているのは、ケンブリッジ大学 ESOLおよび British Councilなどが中心となっ

て行っているEnglish Profile Programmeである。English Profile Programmeでは、ケンブリッジESOL

が実施してきた過去の様々なテスト解答データ(作文データ中心)から成る学習者コーパスを作成

し、それぞれの CEFRレベルの学習者の基準特性を同定している。それらの結果は、Hawkins and 

Buttery (2009)、Salamoura and Saville (2009)、Salamoura and Saville (2010)などに明らかにされてい

る。ここからは、たとえば、三単現の s の習得にはかなり時間がかかり、定冠詞・不定冠詞は、

第１言語に冠詞のない学習者は、その習得は遅いことがわかっている。つまり、日本の中学校で

指導しているような文法項目も、自ら正しく使えるようになるには相当の時間がかかることがあ

る、ということがわかってきたのだ。 

English Profile Programme の研究成果の公表は、これまで部分的に行われてきていたが、昨年

English Profile: Introducing the CEFR for English.（以下、書籍としては English Profileと表記する）

が webで公開されたことで、そのプロジェクトの全体像と現在までのところの結果の概要が明ら

かになった。English Profileは、全部で 9つのセクションから成り立っている。 

セクション 1は、English Profileとは何かについて書かれている。English Profileの目的とは、
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CEFR に関連づけられた英語の参照レベル記述を行い、英語教育分野に関わる実践者に対して、

核となる参照ツールを提供することである。この目的のために、English Profile Programmeでは、

これまでのところ、ケンブリッジ英検のテストの受検者データをもとにした Cambridge Learner 

Corpusを利用している。このコーパスは、書き言葉を中心とした学習者コーパスで、さまざまな

タグ付けがされている。これをコーパス言語学、言語習得研究、統計学といった分野の専門家が

共同で分析しているのである。 

English Profile Programmeの柱は、「文法」「機能」「語彙」の３つである。まず、セクション

2で扱っているのは、「文法」である。学習者が使っている「文法項目」を CEFRのレベルごと

に記述している。現在は、ケンブリッジ英検の受検者データに依存しているために、作文データ

のある級に対応する A2, B1, B2, C1, C2の文法の「基準特性」が具体的な例文とともに示されてい

る（表２参照）。これらは、Core Inventoryと対比して見ると興味深い。「指導の実態」と「学習

の結果」とは、全体としては、一致している部分もあるが、早い段階で導入されていても、なか

なか習得されない項目もあることなどがわかっておもしろい。 

 

表２：Key distinguishing features of learner English by CEFR level (English Profile; pp.11-12) 
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次の「機能」のセクションでは、「文法」のセクションとは対照的に、学習者のインプット・

データを分析しながら、Can Do statementsを解剖している。このあたりは、自前のCan Do statements

を開発するときになどには、役に立つだろう。ただし、このセクションで扱われているのは、C

レベルのものだけで、日本人英語学習者には、かなりハードルの高いものばかりである。 

次の「語彙」のセクションでは、それぞれの CEFRレベルで、どのような単語を使えるように

なっているかを記述している。単語のレベル判定を学習者の実際の産出データに基づいていると

いう点もユニークであるが、English Profile Programmeでもっとも特徴的なのは、語義ごとに意味

のレベルが付されている点だろう。たとえば、同じ coolでも形容詞で good, stylish, or fashionable

という意味で使うのは、A2の学習者であるが、動詞で to become less hot, or to make something 

become less hotという意味で使うのは、B2の学習者である。また、cool downや cool offという句

動詞を使うのも、B2 の学習者であることがわかる。もっとも個々の単語については、English 

Vocabulary Profileのページを参照することで、詳細に確認することができる。こうした個々の単

語のレベル情報などは、Core Inventoryにはないものであり、非常に貴重である。 

本書は、現在進行中のプログラムの結果に基づいており、今後の研究結果によっては、さらな

る情報が追加されたり、修正されたりということがあるということは、本書がVersion 1.1とされ

ていることからも明らかである。 

具体的にどのようなデータに基づいてさまざまな判断がなされたのかについては、本書には詳

細には書かれていないが、そちらは、近々出版される The English Profile Studies series (CUP)で明

らかになる予定である。また、もう少し簡単にこのプログラムの概略を知りたいという向きには、

English Profile: Introducing the CEFR for English—Information Booklet 

(http://www.englishprofile.org/images/pdf/eng_pro_information_booklet.pdf)という冊子も提供されて

いるので、まずはそちらを参照されてもいいだろう。 

 

4. 指導と学習：その似て非なるもの 

 外国語の教師は、ともすれば学習者は教えたことを学ぶと考えがちであるが、これは必ずしも

真実ではない。教えているのに学ばないとか、教えていないのに学んでいるとかということは、

よくある。言語学習においても、どちらも観察される現象であるが、ここでは、Core Inventory

と English Profileの結果を基に、英語の指導と学習の関係を見てみたい。 

 上述したように、Core Inventoryは英語の指導の実態を反映し、English Profileは英語の学習の

結果を反映している。昨年ポーランドで開かれたALTE (Association of Langauge Testers in Europe) 

4th International Conference Krakow 2011において CEFRの産みの親の一人であり、Core Inventory

のプロジェクト・リーダーでもある Brian North博士に会い、Core Inventoryと English Profileにつ

いて尋ねたところ、「研究のアプローチは異なっているが、結果は驚くほど類似している」との

回答を得た。確かに、結果を概観すると、共通する部分もかなり多い。しかしながら、その一方

で、異なる結果となっている部分も少なくはない。ただ、それぞれにおいてまったく同じ用語が

用いられているわけではなく、また、分類も異なっているので、単純な比較はできない。そこで、
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いくつかの共通する項目から、それらの CEFRレベルがどのように割り振られているかを見てみ

たい。 

 いくつか、例を見てみよう。Passivesは、Core Inventoryでも English Profileでも、B2と C1に

割り振られており、指導と学習の段階はほぼ同じである。ただし、日本の英語教育の現状を見る

と、受動態の基本的なものは中学 2 年で導入されることが多く、CEFR の B2 とはかなり開きが

ある。これに対して、reported speechは Core Inventoryでは B1だが、English Profileでは B2とな

っている。また、comparattives and superativesは Core Inventoryでは A1に割り振られているが、

English Profileでは B2から C1にかけてその誤りが減少する項目となっている。ということは、

comparattives and superativesは、英語の指導においては早い段階で導入されるものの、正しく使え

るようになるには、C1レベルまで到達しなければならないということになる。また、Articlesは、

Core Inventoryでは with countable and uncountable nounsというものが A2に割り振られているが、

English Profileでは A2から C2にかけて、誤りの率が徐々に改善していくとされている。このこ

とは、冠詞は指導されても、その完全な習得には長い時間がかかるということを意味している。

なお、この冠詞については、母語に冠詞のある学習者とない学習者とでは、習得の早さと正確さ

にかなりの違いがあるということが分かっている。これらの結果からわかるように、指導された

項目が、すぐさま習得されるとは限らず、ものによっては長い時間をかけなければ習得に至らな

いものもあるということが分かる。 

こうしたさまざまな事実が、長い英語の学習スパンの中で、実証的なデータに基づいて明らか

にされてきているということが、これら 2つのプロジェクトからわかる。言語的に中立な CEFR

が個別言語の教育の枠組みに取り入れられる際に必要な取り組みのあり方をこれらの２つのプ

ロジェクトは示していると言えるだろう。 
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・ English Profile: Introducing the CEFR for English—Information Booklet 
 （http://www.englishprofile.org/images/pdf/eng_pro_information_booklet.pdf） 
・ English Profile: Introducing the CEFR for English. Version 1.1 UCLES / CUP 

 （http://www.englishprofile.org/images/pdf/theenglishprofilebooklet.pdf） 

・ Manual for relating Language Examinations to the Common European Framework of Reference for Languages  
 (CEFR) 

 （http://www.coe.int/t/dg4/linguistic/Source/ManualRevision-proofread-FINAL_en.pdf） 


